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イングランドの王制と教会

1534 ヘンリⅧ 離婚問題 13年
36 ⼗箇条
37 主教の書
38 ⼗三箇条
39 六箇条
43 国王の書

1547-53 エドワードⅥ 6年
49 第⼀祈祷書
52 四⼗⼆箇条（トマス・クランマー）

第⼆祈祷書

1553-58 メアリーⅠ 5年
プロテスタント迫害

1558-1603 エリザベスⅠ 45年
59 主⻑令、統⼀令
63 三⼗九箇条(羅語)
71 三⼗九箇条(英語)
85 カートライト帰国
86 英訳「調和」
94 R.フッカー 『教会政治擁護論』
95 ランベス条項(9ヶ条)

1603-1625 ジェームスⅠ 22年
03 千⼈請願書 → 04 ハンプトンコート会議 → 11 欽定訳聖書
04 新しい教会法規 (141箇条)
15 アイルランド箇条（ジェームズ・アッシャー）
17 スポーツの書
20 メイ・フラワー号

1625 チャールズⅠ即位 24年
29 スポーツの書 (再交付)
40 ⻑期議会
43-49 ウェストミンスター神学者会議
43『調和』第⼆版
46 ウェストミンスター信仰告⽩
48 クロムウェルの専制⽀配

1649 チャールズⅠ処刑
58 サヴォイ宣⾔ (信仰告⽩と規律)
77 第⼆ロンドン信仰告⽩

1660 王政復古
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ウ ェ ス ト ミ ン ス タ ー 神 学 者 会 議 の 概 観
1640 11. 3 長期議会開催 12.11 根こそぎ請願提出
1641 1.23 牧師の請願と抗議提出 11.22 大抗議文決議
1642 2 主教排斥法成立 6 ヨーク交渉（十九箇条提案） 8 第一次内線 9 主教制廃止決議
1643 2 オクスフォード交渉 6.12 神学者会議招集条例成立

全般の動き 教会政治・規律 礼拝指針 信仰告白 教理問答 その他
7. 1 開会礼拝
7. 6 開会規則が来る 7.10-10.12
8.26 同盟と契約、イングランドへ 三十九箇条検討
9.15 ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ特命委員、会議へ （十六条まで）
9.25 同盟と契約の採択式

10.12 両院通達(規律と礼拝様式を扱うこと) 10 小委員会(５名)
1643 10.17 規律か政治か、権威の座

10.19-11.21 牧師と博士
11.22-12. 8 治会長老 11.22 ラウスの詩編歌の
12. 8-14 12.15 委員会(５名) 12.15 礼拝指針委員会 検討を決定

イスラエルの信徒長老 (教理問答について
12.14-28 執事 パーマーに一任)
12.29- 1. 1 やもめ

1末(?) 独立派の 1. 2-2. 2 任職(中断)
『弁明書』 2. 2-3.14

2.21 ナイ、両院で長老 プレスビテリー(中断)
制の危険性を訴え 3.15-4. 3 任職
る演説 →指針を下院へ(20)

4. 4-5.14 4. 3 委員会
プレスビテリー (８名? 12名?)

1644 (5.10決定)
4.26-6. 4 譴責 5.24-6.15 主の日､祈り

説教
6.18-7.10 聖餐の仕方

7. 2 ｱｰｽﾄﾝ･ﾑｰｱの戦い 7.11-8. 8 洗礼の仕方 8.14 ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ教会大会
8. 9 感謝日 から催促の書簡
8.20 起草委員(３名) 8.20 委員会(９名)

9. 4-9.23 シノッド 9.4 拡大(10名追加)
(決定)

9.26-10. 2 四つの会議
(決定)

10. 2 臨時任職第一条例 11.8 <ﾌﾟﾚｽﾋﾞﾃﾘｰに関する 11.12-20 安息日
謙虚な助言> 11.21 礼拝指針について

三命題報告 <謙虚な助言>
12.11第二の<謙虚な助言> 11.21-12. 2 結婚
12.20 会議、『異議の理 12. 2-12 埋葬 12. 2 委員会に４名追加

由』への反論 12.11-16 病者訪問
12.13-19 断食
12.19-27 詩編歌

1. 4 礼拝指針第一条例 1. 4 英会議の承認
1.23 下院 長老制決定 (第一条例)
1.28 上院 長老制決定

1645 1-2月 ｱｸｽﾌﾞﾘｯｼﾞ交渉 2. 3 陪餐停止の指針 2. 3 ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ教会大会の
→失敗 決定 承認

2. 5 『異議の理由』と 2. 6 ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ議会の承認 2. 7 委員会に２名追加
『会議の回答』出版

4.14 独立派の委員会
(→10.13 教会政治

草案拒否の理由) 5.12 起草委員会(７名)
6.14 ﾈｰｽﾞﾋﾞｰの戦い 6.17 下院に罪(ｽｷｬﾝﾀﾞﾙ)

のカタログ提出
7. 7 下院に教会政治草 7. 7 聖書について開始

案提出(長老制を答申) 7. 8 用語検討委員会
(３名)

7.16 第一回分担
8.19 長老選挙規則条例 8.11 第二の罪のカタロ 8.20 起草委員会(３名)

(教会政治第一条例) グ提出以後、約10ヶ
月間、陪餐停止を巡 9.12 ライス氏の詩編を
る議論 議会に推薦すること

に決定(→47.2下院の
同意で印刷)

10.20 ｽｷｬﾝﾀﾞﾙ第一条例
11. 8 第二任職条例 11 独立派の『抗議』 11.18 第二回分担
11.14 独立派､寛容を要求 →46.2.26 12. 8 仕上げ委員(４名)

会議の『回答』
2.23 第三回分担

3.14 ｽｷｬﾝﾀﾞﾙ第二条例 3.20 両院へ請願と抗議 3-6.17 教会政治の神定
(教会政治第二条例)

1646 4.30 神定に関する下院
5. 5 チャールズ王、 の九つの質問

スコットランド軍へ →5.4-7.22(中断)
6. 9 ｽｷｬﾝﾀﾞﾙ第三条例

実施へ
6.12 長老制実施条例 6.17 仕上げ委員会に
6.20 第一次内戦終了 １名追加
7.24 ﾆｭｰｶｯｽﾙ交渉 7.22 起草委員に１名追加

8.19 第四回分担
8.27 第三任職条例 9. 1 仕上げ委員に１名 9.14 討論開始 ～47.1

追加
9.25 最初の19章を下院へ

（上院へ 10.1）
12.4 残り20-33章下院へ 12. 1 起草委員に８名

(上院へ 12.7) 追加
1.14 大小二つ作ること

にする
1647 5. 3 第一回ロンドン 4.29 聖句と三十九箇条の 4.14-10.15 大教理

地区会議 報告を両院へ
10 人民協約 10.15 ﾗｻﾞﾌｫｰﾄﾞの提案 8.27 ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ教会 10.19-11.22 小教理
11 ワイト島交渉 (同盟と契約の四目標達成 大会採択 11.30-1648.4.12

にｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの貢献ありと 聖句
記録に残すこと)

3.17 下院、タイトルを 4.14 聖句付の二つの
4-8 第二次内戦 『信仰箇条』に変える 問答を両院へ

1648 6.20 下院、その出版を 5.9-6.21 下院の九
9 ニューポート交渉 命ずる 9.22 下院、小教理の 質問について

12 プライド粛清 出版を命ず (中断)
（残余議会）

1.30 チャールズⅠ処刑
1649 2.22 神学者会議 消滅 2.7 ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ議会 批准 2.7 ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ議会で批准

→60.3.5 残余議会で認可
→王政復古で消滅

「ウェストミンスター神学者会議の成立」松谷好明、自費出版(1992)、p461-462
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〔ウェストミンスター信仰告⽩の構造〕
※松⾕好明 改⾰派教会信仰告⽩集Ⅳ
１章 聖書について
２―５章 神について
６―９章 罪⼈である⼈間と

その救い主
10―18章 いかにして救われるか
19―24章 いかにして⽣きるべきか
25―31章 教会論
32―33章 終わりのこと

⽮内昭⼆
「ウェストミンスター信仰告⽩解説」
Ⅰ．聖書 １章
Ⅱ．神 ２−５章
Ⅲ．キリスト ６−８章
Ⅳ．聖霊 ９−18章
Ⅴ．倫理 19−24章
Ⅵ．教会 25−31章
Ⅶ．終末 32−33章

〔ウェストミンスター⼤教理問答の構造〕 改⾰派教会訳⽬次より
1.序説

1.⼈⽣の⽬的 1
2.神を知る道としての聖書 2
3.聖書とは何か 3

2.信仰篇(使徒信条)
1.総説 6
2.神と三位⼀体 7
3.神の聖定 12
4.創造 15
5.摂理 18
6.⼈間の罪と罰 21
7.神の救い 30

8.仲保者 36
9.贖罪の適⽤ 58
①外的召命と可⾒教会 59
②不可⾒教会と聖霊の恵み 65

10.死と終末 84
3.⽣活篇

1.⼗誡 91
2.恩恵の外的⼿段
①み⾔葉 153
②礼典 161
③祈祷 178

〔ウェストミンスター⼩教理問答の構造〕 ⽗⼦カラザース
序論 宗教の⽬的、軌範、その要点 1-3
Ⅰ わたしたちが信ずべき教理 4-38
⼀ 神の本質について 4
⼆ 神の聖定 7

と その実⾏について 8-38
① 創造の摂理における 8
② ⾏いの契約における 12
（⼀）その本質 12
（⼆）⼈間の罪による違反 13
（三）堕落・罪・悲惨 16

③ 恵みの契約における 20
（⼀）その本質 20
（⼆）その遂⾏者……
キリストの本質、受⾁、御業 21

（三）聖霊によるその適⽤ 29
（四）その益 32

Ⅱ わたしたちが果たすべき義務 39-107
⼀ 道徳律法によるわたしたちの義務

39-81
①律法を守ることができないこと 82
②律法違反に対する罰 84

⼆ 福⾳によるわたしたちの義務
85-107

① 内⾯的な義務 85
（⼀）信仰 86
（⼆）悔い改め 87

② 外⾯的な義務 88
（⼀）御⾔葉に関する 89
（⼆）聖礼典に関する 91
（三）祈りに関する 98
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21.選民の贖い主 36.恵みの契約の仲保者 第8章　仲保者キリスト 39.神が求める人の義務 91.人間の義務 第19章　律法について

主題 小教理問答 大教理問答 信仰告白 二性一人格 22.キリストの受肉 37.キリストの受肉 　1.神と人との間の仲保者 律法 40.最初の服従の規則 92.最初の服従の規準 　1.わざの契約

人の主な目的 第1問　人生の目的 第1問　人生の目的 第1章　聖書について 38.神である仲保者 　2.第二人格の受肉と神人二性 道徳律法 93.道徳律法 　2.十戒

神の存在 2.啓示の書としての聖書 2.神を知る道としての啓示 　1.啓示の文書化 39.人である仲保者 　3.メシヤ的職能への任命 94.罪人にとっての効用 　3.儀式律法

啓示としての 3.聖書は何を教えるか 3.神の言としての聖書 　2.霊感による66巻の聖書 40.一人格二性の仲保者 　4.仲保者の謙卑、栄誉二状態 95.すべての人々にとって 　4.司法律法

　　　　聖書 4.聖書と聖霊の内的証言 　3.経外典 36.恵みの契約の仲保者 　5.神の義の満足 96.未再生者にとって 　5.道徳律法の拘束力

5.聖書は何を教えるか 　4.聖書の権威 三職 23.贖い主の職務 37.キリストの受肉 　6.受肉前の贖いの予表 97.再生者にとっての効用 　6.真の信者への効用

　5.聖書と聖霊の内的証言 24.預言者職 38.神である仲保者 　7.二性の固有性と一人格 　7.福音の恵みの関係

　6.聖霊に内的照明 25.祭司職 39.人である仲保者 　8.贖いの確実な適用 41.道徳律法の要約 98.道徳律法の要約 第20章　キリスト者の自由と

　7.聖書の明白性 26.王職 40.一人格二性の仲保者 十戒 99.十戒理解の為の８規則 　　良心の自由

　8.聖書の翻訳 二状態 27.キリストの低い状態 46.低い状態 100.十戒における留意点

　9.聖書解釈の無謬の規準 47.受胎と出生において 42.十戒の要点 102.神に対する義務の要約

 10.宗教論争の審判者、聖霊 48.生涯において 122.人に対する義務の要約

神の本質 4.神の本質と属性 6.総説 第2章　神について 49.死において 43.44.十戒の序言 101.十戒の序言

神の属性 5.神の唯一生 7.神の本質と属性 　1.無限の霊なる神、その属性 50.死後において 45～48.第一戒 103～106.唯一の神 第21章　宗教的礼拝および

三位一体の神 6.三位一体 8.神の唯一生 　2.自己充足の主権者 28.キリストの高い状態 51.高い状態 49～52.第二戒 107～110.神礼拝の宗儀 　　安息日について

9.三位一体 　3.三位一体の神 52.復活において 53～56.第三戒 111～114.神礼拝の乱用誤用 第22章　合法的宣誓と

10.三人格の固有性 53.昇天において 57～62.第四戒 115～121.安息日 　　請願について

11.三人格の同等性 54.神の右座において 63～66.第五戒 123～133.父母を敬え 第23章　国家的為政者

聖定 7.神の聖定 12.神の聖定 第3章　永遠の聖定について 55.キリストの執成 67～69.第六戒 134～136.殺すなかれ

予定 8.聖定の実行 13.双方予定 　1.自由な神の永遠的行為 56.再臨において 70～72.第七戒 137～139.姦淫するなかれ 第24章　結婚と離婚

14.聖定の実行 　2.予知論排す 29.買い取られた贖いの適用 57.獲得された利益 第25章　教会について 73～75.第八戒 140～142.盗むなかれ

　3.双方(二重)予定 58.獲得された利益の適用 　1.見えない教会 76～78.第九戒 143～145.偽証するなかれ

　4.個別的・不変的予定 59.贖いにあずかる者 　2.見える教会 79～81.第十戒 146～148.貪るなかれ

　5.キリストにおける恩恵 60.不信者は救われるか 　3.見える教会の宗儀 違反 82.すべての人の律法違反 149.完全に守れる者はない 第16章　よきわざについて

　6.栄光への予定(手段と経過) 61.教会員は皆、救われるか 　4.公同教会の可見性の程度 83.違反の加重 150.違反の加重

　7.遺棄と神の正義 62.見える教会 　5.地上教会の可謬性 151.加重の理由

　8.この教理の扱いと実り 63.見える教会の特権 　6.唯一の教会のかしら 84.すべての罪の価い 152.罪の価い

創造 9.創造の定義 15.創造の定義 第4章　創造について 64.見えない教会 第31章　地上会議と総会議 85.神の怒りをまぬがれる道 153.のろいをまぬがれる道

16.み使の創造 　1.三一神による無よりの創造 65.見えない教会の利益 　1.建徳の為の教会会議 86.イエス・キリスト信仰 第14章　救拯的信仰

10.人間の創造 17.人間の創造 　2.人間の創造 30.御霊による贖いの適用 66.キリストとの結合 　2.教会会議の権能 87.命に至る悔改め (76.)　前出 第15章　命に至る悔改め

摂理 11.摂理の定義 18.摂理の定義 第5章　摂理について 　3.教会会議の過誤 恩恵の手段 88.恩恵の外的手段 154.恩恵の手段

命の契約 19.み使に対する摂理 　1.摂理の教理 　4.教会会議の限界 御言 89.御言葉の有効性 155.御言葉の有効性

12.創造状態の人間に対する 20.命の契約 　2.第一原因と第二原因 第26章　聖徒の交わり 156.御言葉を読む必要

　特別摂理、命の契約 　3.神の超自然的行動(奇跡) 　1.主との交わり、相互の交わり 90.いかに読み聞くか 157.いかに読むか

　4.摂理と罪の関係 　2.交わりの保持と拡大 158.御言葉の説教者

　5.罪の伝播、存続の意義 　3.キリストとの絶対的区別 159.御言葉の説教

　6.神の審判による腐敗と頑固 有効召命 31.有効召命 67.有効召命 第10章　有効召命について 160.説教を聞く態度

　7.教会を中心とする摂理 68.選民のみの有効召命 　1.選民だけの有効召命 礼典 91.礼典の有効性 161.礼典の有効性 第27章　礼典について

第7章　人間との神の契約 32.召された者の与る祝福 69.キリストとの恵の交わり 　2.恩恵的召命 92.礼典の定義 162.礼典の定義

　1.前提としての神の謙り 　3.天折の契約児の救い 163.礼典の要素

　2.最初の契約、わざの契約 　4.選ばれていない者 93.新約の礼典 164.新約の礼典

　3.第二の契約、恵みの契約 義認 33.義とすること 70.義とされること 第11章　義認について 洗礼 94.洗礼 165.洗礼 第28章　洗礼について

　4.遺言(一方的契約) 71.神の恵みの行為 　1.キリストによる義認 95.だれに施すか 166.だれに施すか

　5.律法時代の予示的執行 72.義とする信仰 　2.手段としての信仰 167.洗礼の用い方

　6.福音時代の本体的執行 73.適用手段としての信仰 　3.義認の恩恵性 聖餐 96.主の晩餐 168.主の晩餐 第29章　主の晩餐について

堕落 13.始祖の違反と堕落 21.始祖の違反と堕落 第6章　人間の堕落、罪、罰 　4.義認の聖定と適用 97.ふさわしく受ける為に 169.配餐、陪餐の主の命令

14.罪の定義 22.罪の定義 　1.違反、制定との関係 　5.義とされる者の赦罪と悔改め 170.晩餐におけるキリスト

15.始祖の堕落した罪 23.全人類の堕落 　2.違反の結果 　6.旧約下と新約下の同一性 171.陪餐者の備え

16.アダムにおける全人類の堕24. 　3.人類への咎の転嫁と原罪 養子 34.子とすること 74.子とすること 第12章　子とすること 172.疑う者の陪餐

17.堕落した人類の状態 25.堕落状態の罪性 　4.原罪と現実罪 聖化 35.聖とすること 75.聖とすること 第13章　聖化について 173.陪餐の停止 第30章　教会の譴責

18.堕落状態の罪性 26.現在の遺伝 　5.腐敗の残存(再生者の) （87.命に至る悔改め） 76.命に至る悔改め 　1.実質的人格的聖化 174.執行中の態度

19.堕落状態の悲惨 27.堕落がもたらした悲惨 　6.違反としての原罪、現実罪 77.義認と聖化の相違 　2.聖化の世における未完成 175.陪餐後の義務

28.この世における刑罰 78.聖化の未完成 　3.再生の究極的勝利 176.二礼典の共通点

29.来世における刑罰 聖徒の耐久 79.恵みの状態の確かさ 第17章　聖徒の堅忍 177.二礼典の相違点

第9章　自由意思について 80.恵みの状態の確信 　1.恵みの状態に堅忍 祈り 98.祈りの定義 178.祈りとは

　1.自由意思の賦与 救いの確信 81.救いの確信の動揺不安 　2.救いの確実性の根拠 179.祈りの対象としての神

　2.無罪状態(創造の時) 82.栄光における交わり 　3.一時的な危惧 180.キリストの名で祈る意義

　3.罪の状態における意思 83.この世で受ける栄光に 第18章　恵みと救いの確信 181.キリストの名で祈る理由

　4.恵の状態における意思 　おける交わり 　1.偽りの確信と真実の確信 182.みたまの助け

　5.栄光の状態における意思 　2.確信の確かさ 183.だれのために祈るか

恵みの契約 20.恵みの契約による救い 30.恵みの契約による救い 第7章　人間との神の契約 　3.確信の到達 184.何を祈るか

31.恵みの契約の対象 　　前出 　4.確信の動揺、中断、回復 185.いかにしていのるか

32.第二の契約の恩恵性 　3.～6.　対照 死 84.すべての人が死ぬ 第32章　人間の死後の状態 99.祈りの指針 186.祈りの指針

33.契約施行の相違 85.義人の死 　　および死人の復活 主の祈り 187.主の祈りの用法

旧約 34.旧約の下での施行 死の時の祝福 37.死の時の祝福 86.死の直後に受ける栄光に 188.主の祈りの区分

新約 35.新約の下での施行 　おけるキリストとの交り 100.主の祈りの助言 189.天にまします父よ

復活の祝福 38.復活の時の祝福 87.復活信仰 第33章　最後の審判 101.第一の祈り 190.御名

88.最後の審判 102.第二の祈り 191.御国

89.悪人にされること 103.第三の祈り 192.みこころ

90.義人にされること 104.第四の祈り 193.日用の糧

105.第五の祈り 194.罪のゆるし

106.第六の祈り 195.試み

107.結びの言葉 196.国と力と栄え

ウェストミンスター信条　聖句引照表　附録　　　山崎順治：編（自費出版）
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ウェストミンスター信仰告白 各章の作成過程
年 月 １６４５年 １６４６年 １６４７年

章 章 題 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月
5.12 起草委員決定 8見直し委員会発足 19 言葉遣いを正し全体 26 本文作成終了 6 聖句委員会発足 15聖句見

総 論 16 第１回分配 18 第２回分配 23 第３回分配 を整える委員会発足 19第４回分配 直し終了
聖句

信 仰 告 白 本 文 作 成 期 信 仰 告 白 本 文 見 直 し 期 信仰告白聖句作成期 見直し期
１ 聖 書 4,7,11,14,15 18 7,8,11 6

16,18,23 12,15
２ 神 4,16, 18 8,18 6

聖三位一体 18,23 信 聖 聖
３ 永遠の聖定 第 16 29 2,3,8 3,17,20,21,22, 3,6,7 18,19 23 仰 句 13,19,20 6 句

9,11 23,24,30,31 11 告 な 21 付
４ 創 造 一 16 17,18 19 白 し 15,21,28 6 き

19,20 信 信
５ 摂 理 回 16 27,28 2,4 19 第 仰 ??,28,29 1 6 仰

一 告 告
６ 堕落・罪・罰 配 16 20 17,18,20 19,22, 版 白 ?? 2 6 白

21, 25,29
７ 契 約 分 16 6,9,10, 6,14,17 23 25 国 第 21 3,5 6 第

17 会 二 三
８ 仲保者 16 29 2,3,4,8,9, 21,22,23, ,14 25 議 版 ?? 8 6,7 版

キリスト 45 11,12,15,16 24,30,31 員
９ 自由意思 ・ 16 12,18 15,17 29,30 用 国 2,9 8 国

７ 会 会
10 有効召命 ・ 16 9,12,17, 6,11,12, 30 議 3,9 8 議

16 25,29 13 五 員 員
11 義 認 16 11,12 2,3,5,8,9, 23 百 ＋ 4,10,11 8 ＋

10,11,16 部 会 会
12 養 子 16 20 23 印 議 5,11 8 議

刷 用 用
13 聖 化 16 20,24 16,23 5,12 8

46
14 救いにいたる 第 19 4,9,16 ・ 六 5,12 8 六

信 仰 四 21-31 ９ 百 百
15 悔い改め 回 19 10,17, ・ 部 ??,12 8 部

配 18,25 25 印 印
16 善き業 分 19 3,9,18,2 刷 ??,15 8 刷

19 22,23,25
17 聖徒の堅忍 18 19,29 14,25 46 ??,17 8 47

・ ・
18 恵みと救いの 23 24,30 14,15,25 12 ??,17,18 7 ４

確 信 ・ ・
19 神の律法 第 18 1,7,9,12 2,9 21-31 1,2,3,4, 3 ４ ??,19,22 9 29

二 13,29 15,17,25
20 キリスト者の自由・ 回 18 29 9,10,11, 4,10,26, 23,24 1,7,8,9,12,13,14 ??,25,26 2,3,4,5, 9

良心の自由 配 12,16,23 27,30,31 25 15,16,20,21,30 11,12
21 宗教的礼拝 分 18 23 9,10,20 3,6 12,30 20 3 18,?? 9

安息日 45 26
22 合法的宣誓 11 18 8,13,15,16 24 3,6,23 3 18,?? 12

請 願 18 19,20,21
23 国家的為政者 第 23 26 23,24,27 12,13,14 9 3,4 3,?? 12

三 15,16,20
24 結婚・離婚 配 23 17 23 3,4,10 10,11 12 9,10,11 3,?? 13or

分 3,7,8,9 14
25 教 会 18 16,23 2,4,5,6,9 10,13,14 13,17 3,?? 13or

26,27 13,16,17,18 15,16,17 14
26 聖徒の交わり 第 18 19,26,31 20,21,22 13,17,19 3?,?? 7

二 17 3,4,5 20
27 礼 典 回 18 2,5,11,12 10 4?,?? 9

配 15,16,24,25
28 洗 礼 分 18 29 1,2,5,6,8,9 11 10,27 4?,?? 9

16,19,21,26
29 主の晩餐 18 1,2,26 11,12 3 5,?? 9

45 13,16
30 教会の譴責 11 18 29 23 13,23,26 1 5 2

18 9
31 シノッド 18 4,5,6,7,10,11 13,26 3 5 2

カウンシル 13,14,17,19,20 13
32 人間の死後の状態・ 第 23 24,31 4,20 4 26 5 5

死人の復活 三 15?
33 最後の審判 配 23 21-31 4 26 5 5

分 15?

「ウェストミンスター神学者会議－その構造化」松谷好明、一麦出版社(2000)、536-537より
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ウェストミンスター信仰告白 各章の作成過程
年 月 １６４５年 １６４６年 １６４７年

章 章 題 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月
5.12 起草委員決定 8見直し委員会発足 19 言葉遣いを正し全体 26 本文作成終了 6 聖句委員会発足 15聖句見

総 論 16 第１回分配 18 第２回分配 23 第３回分配 を整える委員会発足 19第４回分配 直し終了
聖句

信 仰 告 白 本 文 作 成 期 信 仰 告 白 本 文 見 直 し 期 信仰告白聖句作成期 見直し期
１ 聖 書 4,7,11,14,15 18 7,8,11 6

16,18,23 12,15
２ 神 4,16, 18 8,18 6

聖三位一体 18,23 信 聖 聖
３ 永遠の聖定 第 16 29 2,3,8 3,17,20,21,22, 3,6,7 18,19 23 仰 句 13,19,20 6 句

9,11 23,24,30,31 11 告 な 21 付
４ 創 造 一 16 17,18 19 白 し 15,21,28 6 き

19,20 信 信
５ 摂 理 回 16 27,28 2,4 19 第 仰 ??,28,29 1 6 仰

一 告 告
６ 堕落・罪・罰 配 16 20 17,18,20 19,22, 版 白 ?? 2 6 白

21, 25,29
７ 契 約 分 16 6,9,10, 6,14,17 23 25 国 第 21 3,5 6 第

17 会 二 三
８ 仲保者 16 29 2,3,4,8,9, 21,22,23, ,14 25 議 版 ?? 8 6,7 版

キリスト 45 11,12,15,16 24,30,31 員
９ 自由意思 ・ 16 12,18 15,17 29,30 用 国 2,9 8 国

７ 会 会
10 有効召命 ・ 16 9,12,17, 6,11,12, 30 議 3,9 8 議

16 25,29 13 五 員 員
11 義 認 16 11,12 2,3,5,8,9, 23 百 ＋ 4,10,11 8 ＋

10,11,16 部 会 会
12 養 子 16 20 23 印 議 5,11 8 議

刷 用 用
13 聖 化 16 20,24 16,23 5,12 8

46
14 救いにいたる 第 19 4,9,16 ・ 六 5,12 8 六

信 仰 四 21-31 ９ 百 百
15 悔い改め 回 19 10,17, ・ 部 ??,12 8 部

配 18,25 25 印 印
16 善き業 分 19 9,18,21 刷 ??,15 8 刷

19 22,23,25
17 聖徒の堅忍 18 19,29 14,25 46 ??,17 8 47

・ ・
18 恵みと救いの 23 24,30 14,15,25 12 ??,17,18 7 ４

確 信 ・ ・
19 神の律法 第 18 1,7,9,12 2,9 21-31 1,2,3,4, 3 ４ ??,19,22 9 29

二 13,29 15,17,25
20 キリスト者の自由・ 回 18 29 9,10,11, 4,10,26, 23,24 1,7,8,9,12,13,14 ??,25,26 2,3,4,5, 9

良心の自由 配 12,16,23 27,30,31 25 15,16,20,21,30 11,12
21 宗教的礼拝 分 18 23 9,10,20 3,6 12,30 20 3 18,?? 9

安息日 45 26
22 合法的宣誓 11 18 8,13,15,16 24 3,6,23 3 18,?? 12

請 願 18 19,20,21
23 国家的為政者 第 23 26 23,24,27 12,13,14 9 3,4 3,?? 12

三 15,16,20
24 結婚・離婚 配 23 17 23 3,4,10 10,11 12 9,10,11 3,?? 13or

分 3,7,8,9 14
25 教 会 18 16,23 2,4,5,6,9 10,13,14 13,17 3,?? 13or

26,27 13,16,17,18 15,16,17 14
26 聖徒の交わり 第 18 19,26,31 20,21,22 13,17,19 3?,?? 7

二 17 3,4,5 20
27 礼 典 回 18 2,5,11,12 10 4?,?? 9

配 15,16,24,25
28 洗 礼 分 18 29 1,2,5,6,8,9 11 10,27 4?,?? 9

16,19,21,26
29 主の晩餐 18 1,2,26 11,12 3 5,?? 9

45 13,16
30 教会の譴責 11 18 29 23 13,23,26 1 5 2

18 9
31 シノッド 18 4,5,6,7,10,11 13,26 3 5 2

カウンシル 13,14,17,19,20 13
32 人間の死後の状態・ 第 23 24,31 4,20 4 26 5 5

死人の復活 三 15?
33 最後の審判 配 23 21-31 4 26 5 5

分 15?

「ウェストミンスター神学者会議－その構造化」松谷好明、一麦出版社(2000)、536-537より



ウェストミンスター信仰規準区分
2017/9/28 辻　幸宏

信仰告白 小教理 大教理

〔Ⅱ　神〕 〔Ⅰ　聖書〕 ※第一回配分 信仰告白 小教理 大教理

2 神 、 聖 三 位 一 体 4-6 6-11 1 聖 書 2-3 2-5 人 生 の 目 的 1 1
3 永 遠 の 聖 定 7-8 12-14
4 創 造 9-10 15-17
5 摂 理 11-12 18-20

〔Ⅲ　人間〕 〔Ⅸ　終末〕
6 堕 落 、 罪 、 罰 13-19 21-29 ③ 33 最後の審判 38 87-90
7 人 間 と 神 の 契 約 20 30-35 ③ 32 死後の状態・復活 37 84-86

〔Ⅷ　教会〕
31 教 会 の 会 議

30 教 会 の 譴 責 〔Ⅶ　倫理〕
祈 祷 ・ 断 食 98-107 178-196 ③ 24 結婚と離婚

29 主 の 晩 餐 96-97 168-175 ③ 23 為政者

〔Ⅳ　キリスト〕 28 洗 礼 94-95 165-167 第五戒～第十戒 63-81 122-148
8 仲 保 者 キ リ ス ト 21-28 36-59 27 聖 礼 典 91-93 161-164 第四戒：安息日 57-62 115-121

26 聖徒の交わり ② 22 第三戒：合法的宣誓と誓約 53-56 111-114
御 言 葉 89-90 155-160 ② 21 第二戒：礼拝、安息日 49-52 107-110

25 教 会 88 60-65,154 ② 21 第一戒：礼拝、安息日 45-48 103-106
参照：教会政治規定 ② 20 キリスト者の自由、良心の自由
　　　公的神礼拝の指針 ② 19 神の律法 39-42 91-99

82-85 149-153

〔Ⅴ　聖霊〕 〔Ⅵ　救済〕
9 自 由 意 志 ③ 18 恵みと救いの確信 80-83

キリストとの結合 29-30 66 ② 17 聖徒の堅忍 36 79
10 有 効 召 命 31-32 67-69 ④ ⑯ 善い行い 78
11 義 認 33 70-71 ④ ⑮ 命に至る悔い改め 87 76
12 子 と す る こ と 34 74 ④ ⑭ 救いに導く信仰 86 72-73
13 聖 化 35 75,77

② 17 聖 徒 の 堅 忍 36 79

第一回配分 第二回配分 ② 17 第二回配分(1645.11.18)
1645年7月16日 1645年11月18日 ③ 18 第三回配分(1646.2.23)

④ ⑭ 第四回配分(1646.8.19)

神の教理 教　　会 キリスト者の生

S2.神の言葉（それは旧約と新約の聖書にふくま
れています）が、どうしたら神に栄光を帰し、
神を喜びとすることが出来るかについて、わた
したちを導く唯一の規範です。

S1.人間の第一の目的は、神に栄光を帰し、永遠に神を
喜びとすることです。

資料10



ウェストミンスター信仰告白区分 ウェストミンスター小教理問答区分 ウェストミンスター大教理問答区分

神の教理 教　　会 キリスト者の生 神の教理 教　　会 キリスト者の生 神の教理 教　　会 キリスト者の生

〔Ⅱ　神〕 〔Ⅰ　聖書〕 〔人生の目的〕 〔Ⅱ　神〕 〔Ⅰ　聖書〕 〔人生の目的〕 〔Ⅱ　神〕 〔Ⅰ　聖書〕 〔人生の目的〕

2 神 、 聖 三 位 一 体 1 聖 書 人 生 の 目 的 4-6 神 、 聖 三 位 一 体 2-3 聖 書 1 人 生 の 目 的 6-11 神 、 聖 三 位 一 体 2-5 聖 書 1 人 生 の 目 的

3 永 遠 の 聖 定 7-8 永 遠 の 聖 定 12-14 永 遠 の 聖 定

4 創 造 9-10 創 造 15-17 創 造

5 摂 理 11-12 摂 理 18-20 摂 理

〔Ⅲ　人間〕 〔Ⅸ　終末〕 〔Ⅲ　人間〕 〔Ⅸ　終末〕 〔Ⅲ　人間〕 〔Ⅸ　終末〕

6 堕 落 、 罪 、 罰 ③ 33 最後の審判 13-19 堕 落 、 罪 、 罰 37 死後の状態・復活 21-29 堕 落 、 罪 、 罰 87-90 最後の審判

7 人 間 と 神 の 契 約 ③ 32 死後の状態・復活 20 人 間 と 神 の 契 約 38 最後の審判 30-35 人 間 と 神 の 契 約 84-86 死後の状態・復活

〔Ⅷ　教会〕 〔Ⅷ　教会〕 〔Ⅷ　教会〕

31 教 会 の 会 議 教 会 の 会 議 教 会 の 会 議

30 教 会 の 譴 責 〔Ⅶ　倫理〕 教 会 の 譴 責 〔Ⅶ　倫理〕 教 会 の 譴 責 〔Ⅶ　倫理〕

祈 祷 ・ 断 食 ③ 24 結婚と離婚 98-107 祈 祷 ・ 断 食 39-42 神の律法 178-196 祈 祷 ・ 断 食 91-99 神の律法

29 主 の 晩 餐 ③ 23 為政者 96-97 主 の 晩 餐 168-175 主 の 晩 餐

〔Ⅳ　キリスト〕 28 洗 礼 第五戒～第十戒 〔Ⅳ　キリスト〕 94-95 洗 礼 45-81 十戒 〔Ⅳ　キリスト〕 165-167 洗 礼 100-148 十戒

8 仲 保 者 キ リ ス ト 27 聖 礼 典 第四戒：安息日 21-28 仲 保 者 キ リ ス ト 91-93 聖 礼 典 36-59 仲 保 者 キ リ ス ト 161-164 聖 礼 典

26 聖徒の交わり ② 22 第三戒：合法的宣誓と誓約 聖徒の交わり 82-85 全的堕落、罪 聖徒の交わり 149-152 全的堕落、罪

御 言 葉 ② 21 第二戒：礼拝、安息日 89-90 御 言 葉 155-160 御 言 葉

25 教 会 ② 21 第一戒：礼拝、安息日 88 教 会 60-65,154 教 会

参照：教会政治規定 ② 20 キリスト者の自由、良心の自由

　　　公的神礼拝の指針 ② 19 神の律法 律法の第二用法 律法の第二・三用法

律法の第三用法

〔Ⅴ　聖霊〕 〔Ⅵ　救済〕 〔Ⅴ　聖霊〕 〔Ⅵ　救済〕 〔Ⅴ　聖霊〕 〔Ⅵ　救済〕

9 自 由 意 志 ③ 18 恵みと救いの確信 自 由 意 志 自 由 意 志 153 信仰と悔い改め

キリストとの結合 ② 17 聖徒の堅忍 29-30 キリストとの結合 66 キリストとの結合

10 有 効 召 命 ④ ⑯ 善い行い 31-32 有 効 召 命 86 救いに導く信仰 67-69 有 効 召 命

11 義 認 ④ ⑮ 命に至る悔い改め 33 義 認 87 命に至る悔い改め 70-71 義 認 72-73 救いに導く信仰

12 子 と す る こ と ④ ⑭ 救いに導く信仰 34 子 と す る こ と 善い行い 74 子 と す る こ と 76 命に至る悔い改め

13 聖 化 35 聖 化 75,77 聖 化 78 善い行い

② 17 聖 徒 の 堅 忍 36 聖 徒 の 堅 忍 79 聖 徒 の 堅 忍 80-83 恵みと救いの確信

第一回配分 第二回配分 ② 17 第二回配分(1645.11.18)

1645年7月16日 1645年11月18日 ③ 18 第三回配分(1646.2.23)

④ ⑭ 第四回配分(1646.8.19)

資料11



ウェストミンスター信仰告白の本文作成過程と Critical Text
（主としてS.W.Carruthers "Tse Westminster Confession of Faith" 1937を基に）

2001.12 松⾕好明
辻が増補する

1643. 7. 1 ウェストミンスター神学者会議開始
1645. 7. 7 信仰告⽩についての討論開始
1646. 9.25 信仰告⽩１〜19章（本⽂のみ）を下院へ提出

→10.12 下院、聖句を要求。聖句なし本⽂を、500部印刷を命ず（第１版）
第１版 (Edition One)
両院議員の審議⽤ 500部
聖句なし（1〜19章）

1646.12. 4 残り20〜33章を含め全33章を下院へ ※清書したものは、C.バージス博⼠
→12.10 下院から通達。聖句なしを要求 →これを印刷 1946 〔300周年記念版〕

聖句なしで600部印刷を命ず ⼿書き バージス版
→12.14 議会へ ＲＣＪ公認訳（本⽂）の底本

第２版 (Edition Two)
両院と会議の議員の審議⽤
600部 聖句なし1〜33章

1647. 4.29 聖句を書き込んだ全33章を議会に提出
→ 下院、600部印刷を命ず。
→ 5.19 議会へ

第３版 (Editon Three)
両院と会議の議員の審議⽤
600部 聖句付 １〜33章

1647. 8. 9 スコットランド教会⼤会、議員の審議⽤に300部の印刷を決定
→ 8.27 採択

第４版 (Edition Four)
スコットランド教会⼤会議員の審議⽤
300部 聖句付 １〜33章

1647.11⽉頃 エディンバラのEvan Tyler 書店が、第４版を基に
⼀般販売⽤に印刷、出版

12⽉初 ロンドンでも売られる
第５版 (Edition Five)
⼀般⽤、第４版に基づくが、種々の違い有り
３回の再印刷（⼀回の印刷で2000〜3000冊）

1648. 1⽉頃 ロンドンのRobert Bostock書店が、
イングランドで販売⽤に発⾏
第６版 (Edition Six)
⼀般⽤、第５版に近いが、種々の違い有り

1648. 6.27付の印刷 英国議会が、神学者会議から提出された全33章の信仰告⽩から、30章・
31章の全部、20:4全⽂、23:4、24:4の⼀部と24:5,6の全⽂を削除。タイトルを「信仰
告⽩」から「信仰箇条」(Articles of Christian Religion)に変える。本⽂と聖句が
綿密にチェックされた版なので、本⽂批評上、重要。

第７版 (Edition Seven)
英国議会が修正を施して作成、採択。
イングランド・スコットランド両国の教会では
使⽤せず

1658 サヴォイ宣⾔（会衆派）
1689 第⼆ロンドン信仰告⽩（パティキュラー・バプテスト）



カラザース版 Critical Text について

1883 ⽗S.W.Carruthersが第１版〜第７版についての⻑年にわたる研究から最初の Critical
Text を出す。⼦Carruthers のこの分野への関⼼が⾼まる。

1901-2 B.B.Warfieldの論⽂
1914 ⽗S.W.CarruthersのCritical Textの第２版
1937 ⼦S.W.Carruthersが、“THE WESTMINSTER CONFESSION OF FAITH - Being a

n account of the PREPARATION AND PRINTING OF ITS SEVEN LEADING ED
ITION - to which is appendended a CRITICAL TEXT OF THE CONFESSION WI
TH NOTES THEREON” (Manchester)を出版 （カラザース版）
RCJ公認訳（聖句）の底本

1946 ⼦S.W.Carruthersが、「最近発⾒された」1946.12のバージス博⼠が清書した全33章の
⼿書き本（聖句なし）を印刷に付す。ウェストミンスター信仰告⽩「300周年記念版」（T
ercentenary Edition） （バージス版）
RCJ公認訳（本⽂）の底本

バウアー版 Critical Text について

2020年にJ.Bowerが、「ウェストミンスター信仰告⽩−クリティカル・テキストと序論」にウ
ェストミンスター信仰告⽩のクリティカル・テキストを収めた。
以下は、「〈ウェストミンスター信仰告⽩〉歴史的・分析的註解」（松⾕好明）からの抜粋であ

る（p31-32）。

この「クリティカル・テキスト」は、1646年12⽉4⽇(⾦)に神学者会議から議会庶⺠院に届け
られた⼿書き本（証拠聖句なし）を印刷に付したものを本⽂とし、それに翌1647年4⽉29⽇(⽊)
庶⺠院に届けられた信仰告⽩に付された証拠聖句を付加したものである。
バウアーは、このようにして作成した⾃らのクリティカル・テキストを神学者会議とイングラ

ンド議会の⼿になる他の諸版（後出のバージェス版を含む）と密接に⽐較検討しただけでなく、
それらの全⽂を、並⾏したコラムに掲載している。したがって、拙訳の初版、改訂版が底本とし
ていたカラザースの「クリティカル・テキスト」や、村川・袴⽥訳が底本としていた本⽂（村川
はこれをバージェス版と呼ぶ）と、それに付した証拠聖句（カラザースが1937年に出した「ウ
ェストミンスター信仰告⽩」に付した聖句）などは、その使命を果たし終えたとみなすべきであ
ろう。

2020 John R. Bower が、“THE CONFESSION OF FAITH A CRITICAL TEXT AND
INTRODUCTION” を出版する。

2023 〈ウェストミンスター信仰告⽩〉歴史的・分析的註解 松⾕好明、2023、⼀⻨出版社
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